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社長や執行役員を若手社員が教育する⁉
資生堂 「リバースメンター制度」導入の狙い

新年度を迎えたこの時期、マネジメント層は新入社員やチームの新メンバーへの
教育に腐心する。では、マネジメント層はどうやって学べばいいのだろうか。とり
わけ、役員クラスは難しい。外部の研修やセミナーに頼らざるを得ないだろう。外
部の研修は、プロがカリキュラムを組んでおり内容は充実しているが、自社に
フィットした内容を学ぶのは難しい。そして、身につけたスキルを試すのはどうして
も“ぶっつけ本番”になる。

そうした課題をクリアする試みを資生堂がスタートした。社長を始め執行役員まで
の役職者約20名に、一人ひとりメンターをつける「リバースメンター制度」を導入し
たのだ。メンターを務めるのは20～30代の若手社員。つまり「若手社員が社長を
教育する」状況が生まれた。若手社員が教えるのは、スマートフォンやSNSの使い

方など。役員たちは、学んだ内容を担当部門で活用しなければならない。まさに、
立場が逆になったメンター制度というわけだ。若手社員はコミュニケーションスキ
ルが磨けるとともに、経営層と接することで自らの会社のことをより深く知ることが
できる。役員たちも、若手の好みや行動を理解することで商品マーケティングに応
用できるほか、その立場になると滅多に体験できない「教えられる」立場になるこ
とで、マネジメントスキルをさらに高められるだろう。


